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1 組織の概要

•ミノベ建設株式会社
•代表取締役社長 松下 輝雄

事業者及び代表者名

•本社：滋賀県大津市際川二丁目４番２２号

所在地

•総合建設業（建築工事業・土木工事業）

•不動産業

所在地事業活動の内容

•売上高・・・・・・・・・・・・ ３，１４４百万円/２０２１年度

•生産量や工事件数・・ ２８４件/２０２１年度

•従業員数・・・・・・・・・・ ２３名（２０２２年４月１日現在）

事業の規模

•本社事務所 ： ２７８．３０㎡（床面積）

•産業廃棄物置き場：１１０㎡

事業場所の規模

•特定建設業 ：滋賀県知事許可（特－２９）第１０４４９号

•許可業種：建築・土木・とび・屋根・鋼構造物・鉄筋・ｶﾞﾗｽ・

塗装・防水・内装・建具・解体

許認可
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事務局

協力会社

専務取締役

斎京　忠良

環境管理責任者

木村　誠一

各作業所

代表取締役会長

美濃邉　清和

代表取締役社長

松下　輝雄

•環境管理責任者 工事部長：木村 誠一

•連絡先（総務部） ０７７－５２２－５３８５

環境保全関係の責任者及び担当者連絡先

実施体制組織図

•登録組織名： ミノベ建設株式会社

•対象事業所： 本社

•対象範囲： 全組織、全活動

•事業活動： 総合建設業（建築工事業・土木工事業）、

不動産業 不動産業

認証・登録の対象組織・活動

（認証・登録対象外）

営業 設計・積算 工事部 総務部
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各部門長及び
工事現場代理人

ＥＡ２１事務局

環境管理責任者

担　　当

代表取締役

①環境経営システムに関する全ての責任と運用についての権限を持つ。

②代表者の経営における課題とチャンスの明確化を図る

内　　　　　　容

③環境経営システムの構築・運用・管理に必要な資源を用意する。

(資源には、人材、設備、費用、時間、専門的な技能、技術を含む。)

④環境管理責任者を任命する。

⑤環境経営方針の策定・見直し及び従業員への周知を行なう。

⑥代表者による全体の評価と見直しを実施する。

⑦環境経営レポートの承認

①環境経営システムを構築し、実施し、管理する。

②作成された環境への負荷及び取組の自己チェックを確認し承認する。

③法規制等の遵守状況をチェックする。

④環境経営方針及び自己チェック等に基づき環境経営目標を設定し、作成された環境経営計画を確認し承認
する。

⑤環境経営活動の取組状況を確認し、環境経営目標の達成状況を評価する。

⑥問題点の是正、予防処置に対する指示と改善や見直しに必要な処置を行なう。

⑦環境活動の取組結果を代表者へ報告する。

⑧従業員に対する教育訓練の実施。

⑧ＥＡ２１に関する運用管理の体制を構築し、各責任者を任命する。

⑨環境経営レポートの発行

①責任範囲の環境目標及び環境経営計画の実施とＥＡ２１事務局への達成状況の報告。

②責任範囲の問題点の発見、是正、予防処置。

①環境経営システム運営のすべての事務を行なう。

②環境への負荷及び取組の自己チェックを作成し、
環境管理責任者へ報告する。

⑨特定された緊急事態に対する項目の手順書作成、テスト・訓練・記録。

⑩環境経営レポートの作成

全従業員
①環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

②決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

③「環境関連法規等の取りまとめ及び遵守状況チェックリスト」を作成し、環境管理責任者へ報告する。

④環境経営計画並びに運用手順書を作成し、実施達成状況を集計し、環境管理責任者へ報告する。

⑤文書及び記録の管理保管。

⑥外部コミュニケーションの窓口。

⑦内部コミュニケーションの運営管理。

役割、責任及び権限一覧
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過去の実績

単位 ２０２１年 ２０２０年 ２０１９年 ２０１８年 ２０１７年
kg-CO2 102,130 87,101 107,828 96,383 114,226

ｔ 4,044 676 5,442 1,206 3,569

㎥ 1,609 2,203 1,538 1,538 2,040

電力排出係数　0.418ｋｇ-CO₂（関西電力2017年度調整後排出係数）

二酸化炭素総排出量

廃棄物の排出量

水の使用量、排水量
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2 環境経営方針

1

2

3

4

5 リスク管理を徹底します。

6 環境経営の継続的改善を進めます。

松下　輝雄
制定日：2010年11月1日
改訂日：2020年 1月5日

関係者及び周辺環境とのコミュニケーションを大切にします。

社員が生き生きと働ける職場環境の整備を行います。

３Ｒの推進を行います。

環境関連法令、規制要求事項を厳守します。

この環境経営方針は全従業員に周知するとともに、社内外に公表します。

•ミノベ建設株式会社は、生活を豊かにする建築物の提供を通じ、
社会に貢献することを目指しています。

環境経営理念

•顧客の期待に応える実行力と環境負荷の低減を満たした環境経
営を実施する能力を持っていることを実証します。

行動指針
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3

年度 2018年度 2022年度 2023年度

（基準値） （目標）
（実績）

（削減率は対
目標比）

（目標） （目標）

％ 100% 100% 115% 99% 98%

消費量 96,865 96,865 111,801 95,896 94,928

(kg-CO₂) 40,490 40,490 46,733 40,085 39,680

％ 100% 100% 102% 99% 98%

消費量 23,317 23,317 23,726 23,084 22,851

(kg-CO₂) 54,095 54,095 55,083 53,554 53,014

％ 0% 0% ー 99% 98%

消費量 0 0 0 0 0

(kg-CO₂) 0 0 0 0 0

％ 100% 100% 17% 99% 98%

消費量 722 722 126 715 708

(kg-CO₂) 1,798 1,798 314 1,780 1,762

％ 100% 100% 106% 99% 98%

(kg-CO₂) 96,383 96,383 102,130 95,419 94,455

％ 100% 100% 335% 99% 98%

％ 100% 100% 105% 99% 98%

(㎥/年) 1,538 1,538 1,609 1,523 1,507

件 全数 全数 全数 全数 全数

(拡大/年)

件 全数 全数 全数 全数 全数

(以上/年)

回 2 2 2 2 2

(以上/年)

目標の説明や補足事項

1 基準年度：2018年度（2018年4月～2019年3月）の実績を参考に基準値とする

2 購入電力の排出係数は、0.418kg-CO₂/kＷhとする。（関西電力2017年度調整後排出係数）

3 廃棄物排出量は、建設現場からの廃棄物に対しての総排出量で管理する

4 化学物質については、取扱が無い為に環境目標に揚げない

5 水使用量については、事務所、作業所における水使用量の削減について実施する

6 グリーン購入は、当面事務用品について取組む

7 上記の目標のほか、作業現場の環境及び品質安全向上ために３Ｓ活動（整理、整頓、清掃）

に取り組む
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環境活動の社会貢献
地域の美化活動

への参加

グリーン購入
グリーン商品
の積極的購入

産業廃棄物削減・再資源
化推進

二酸化炭素総排出
量の削減

二酸化炭素削減

電力消費量
の削減
（kWh）

ガソリン消費量
の削減

（L）

排出量の削減
（ｔ）

環境配慮施工の推進
環境配慮施工

の拡大
建設現場

水使用量削減
現場利用水の節水

（m3）

軽油消費量
の削減

（L)

1,194 1,182

実績　％値は目標値比率とする

(ｔ/年)

1,206 4,0441,206

灯油消費量
の削減(建設現場)

（L)

環境経営目標とその実績及び中期目標

　　わが社は2011年より環境活動に取り組んでいます。　2018年度を基準年として2023年までの中長期環境経営目
標を設定し、この環境経営レポートでは、2021年度（2021年4月1日から2022年3月31日）の運用実績について取りま
とめました。

2021年度
（2021年4月1日から2022年3

月31日）
方　　針 取組項目
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4 環境経営計画

　　ミノベ建設株式会社は、地球環境保全の重要性を認識し、自然環境との共生
を目指し、様々な環境保全活動に取り組みます。

二酸化炭素削減

① 不用時の消灯
② 機械設備・OA機器などのスイッチオフ
③ エアコンの温度管理（夏季28℃、冬季20℃）
④作業員退出後は速やかに現場消灯
⑤現場の規模による電気使用量を把握する。

①早期の仮設電源引込実施
②発電機使用責任者の選定及び
こまめな不要時ストップ実施

① 無人状態では暖房器具を止める。
②乾燥等は計画的に実施する。

経営計画の内容

① 不要積載物の撤去、
②タイヤ空気圧の確認
③エコドライブの推進
④車間距離を確保した運転を心がける
⑤燃費計測の実施及び維持

軽油消費量の削減
建設現場

グリーン購入
グリーン商品
の積極的購入 グリーン商品の積極的購入

環境配慮施工の
推進

環境配慮施工
の拡大

建設現場

地域の美化活動に参加する。
環境活動の社会
貢献

地域の美化活動
に参加する。

総務部

毎月１回以上のパトロール実施

責任部門・担当者方針 取組項目

電力消費量の削減
総務、営業、設計積算、作業所

廃棄物
①廃棄物を分別し、リユース・リサイクルを徹底す
る。（廃品回収への協力や回収業者を利用する）
②事務所ゴミの分別実施
③コピー用紙の両面使用を推進する。
④リサイクル率向上のため、混合廃棄物を削減す
る。

総務、営業、設計積算、作業所

① 節約意識の向上<ラベル貼付）
②不要な水を流したまま作業を行わない。

水使用量削減

産業廃棄物削
減・再資源化推
進

排出量の削減

現場利用水の節水

灯油消費量の削減
建設現場

作業所、営業、設計積算

ガソリン消費量の削
減

総務、営業、設計積算、作業所

作業所

営業部
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担当責任者

次年度の主な取組内容を記載します。

取組内容については引き続き継続する。

追加の取り組みとして、作業所毎の電気使用量を把握することとする。

グリーン商品
の積極的購入

環境活動の社会貢献 継続推進

重大な近隣苦情は無い。引き続き近隣との
良好な関係を保つことを第一に考え、工事際
しても環境に配慮した施工を行っていく。

本社では周知されている。今後は現場の取
り組みを進めていくこととする。

本社地域の美化活動へは定期ｔ期に参加し
ている。現場では周辺の美化活動は日常の
こととなっている。

総務部

営業部

灯油は主に暖房用、乾燥用に使用する。受
注物件により使用頻度が大きく変動するた
め、本年度は少ない結果であったが以後は
増える可能性がある。その際も目標達成手
段の遵守により無駄に使用することの無い
ようにする。

継続推進

水使用量は受注物件により大きく変動する。
目標達成手段の遵守を引き続き行うこと又、
粉塵対策及び基礎工事に大量に使用する
場合がある。その際、目標達成手段の遵守
により水の無駄使いは無くす。

次回より目標としないが取組は
継続する。

継続推進

電力使用量は受注物件により大きく変動す
る。目標達成手段の遵守を引き続き行うこと
で電力の無駄使いは無くす。

ガソリンの使用量では一部未達成が出てい
るが、燃費計測によるデータに不具合は見
られない。目標達成手段の遵守と燃費計測
データの監視をひ引き続き行うことする。

当社の場合、　軽油の使用は主に発電機に
よるもの。本年度は使用していないが、今後
使用することはある。

環境経営計画の取組結果とその評価、
次年度の取組内容

継続推進

灯油消費量
の削減(建設現場)

（L)

二酸化炭素総排出量の削
減

問題なく進捗している

軽油消費量
の削減

（L)

電力消費量
の削減
（kWh）

取組項目

環境配慮施工
の拡大

建設現場

排出量の削減
（ｔ）

現場利用水の節水
（m3）

認定されたリサイクル施設を利用した処理を
行っている。問題ない。

ガソリン消費量
の削減

（L）

6%

次年度取組内容取組の評価

5

継続推進
総務、営業、
設計積算、作
業所

総務、営業、
設計積算、作
業所

作業所

5%

100%

100%

100%

総務、営業、
設計積算、作
業所

作業所、営
業、設計積算

作業所、営
業、設計積算

作業所、営
業、設計積算

15%

2%

ー

-83%

235%

評価

△

〇

〇

〇

△

△

△

〇

〇

〇

取組の結果
（目標値比

率）
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　　　　環境関連法規への違反、訴訟はありません。又、過去３年間に関係当局からの

違反等の指摘はありません。

　適用される法規制等と遵守状況

遵守評価

適正処理

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

適正処理

適正処理

遵守

7 代表者による全体の評価と見直し・指示

廃棄物処理法

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果
並びに違反、訴訟等の有無

　　注：適用される法規制等と遵守状況は、環境関連法規等の遵守状況のチェック結果に基づき
　　　　記載します。

地域ごみ出しルール 一般廃棄物の分別、収集、排出

大気汚染防止法 石綿使用の発注者への説明、調査、記録、報告及び届け出

　　　①日常の管理により、水、電気の使用は抑制する余地はあるかと考えるが、
　　　システムの運用には問題は見られないと評価する。
　　　②法令遵守はすべての基本である。引続き遵守の監視を行う。
　　　③事前の計画、着工前の挨拶等により、特に問題はなかったことで、
　　　システムの問題はないと評価する。

　　　　よって、取組の結果、環境経営方針、環境経営目標及び計画、実施体制の
　　　変更の必要性はありません。

消防法 対象危険物保管の届出

グリーン購入法 環境物品等の選択

6

振動規制法 特定施設の届出、規制値の遵守

自動車リサイクル法 新車登録又は廃車はリサイクル法に基づき適正処理

フロン排出抑制法 第１種特定製品の簡易点検及び回収事業者への引渡し

騒音規制法 特定施設の届出、規制値の遵守

建設リサイクル法 建設工事の事前届出

石綿障害予防規則 石綿等使用の事前調査、作業計画、作業の届出

家電リサイクル法 家電販売店に委託

一般廃棄物及び産業廃棄物の管理、排出

多量排出事業者の処理計画書及び実施状況報告書の提出

資源有効利用促進法 パソコンリサイクル費用の支払い写し

法規制等の名称 該当する要求事項
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